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 ＊ブログ：北野のり子 検索           ＊議員団ホームページ：共産党川西 

検索 ＊議員団控室 ℡ 740-1２６８ 

＊日本共産党川西市委員会 

川西市平野２－１－３ 

℡ ７９２－２１６４ 

北野のり子の活動をお知らせし

ています。 

 

３
月
１５
日
、
病
院
事
業
会
計
の
予
算

委
員
会
は
、
当
日
に
新
年
度
の
病
院
事
業

計
画
書
、
収
支
計
画
書
（
案
）
が
提
出
さ

れ
る
等
、
議
会
軽
視
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
進
め
方
で
し
た
。 

 

計
画
書
は
、
指
定
管
理
者
（
協
和
会
）

が
昨
年
７
月
に
作
成
し
た
も
の
で
、
入
院

医
療
の
強
化
を
必
須
と
し
新
入
院
患
者

の
増
加
、
病
床
機
能
の
見
直
し
等
を
行
う

こ
と
で
、
現
病
院
時
点
で
病
床
稼
働
率
を

９０
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
指
す

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
態
は
昨
年

４
月
よ
り
医
師
減
に
伴
い
手
術
件
数
が

減
り
、
医
業
収
入
も
患
者
数
も
減
っ
て
い

ま
す
。
回
復
の
兆
し
も
な
く
、
同
年
１１
月

か
ら
一
般
病
床
を
地
域
包
括
ケ
ア
病
床

に
変
え
、
１３
対
１
の
看
護
が
は
じ
ま
っ

て
い
ま
す
。
し
か
も
３
月
補
正
で
一
般
会

計
か
ら
９
億
２
千
万
円
を
繰
り
入
れ
て

い
る
状
況
で
す
。 

市
は
、
患
者
確
保
に
つ
い
て
は
、「
具

体
の
内
容
は
確
認
で
き
な
い
。
民
間
ノ
ウ

ハ
ウ
で
我
々
が
気
付
い
て
い
な
い
こ
と

も
あ
る
。
紹
介
、
逆
紹
介
も
想
定
し
て
い

る
」。
病
院
ス
タ
ッ
フ
確
保
に
つ
い
て
も

「
４
月
以
降
も
確
保
す
る
。
収
支
計
画
は

年
間
を
通
し
て
近
づ
い
て
い
き
た
い
」
と

説
明
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
計
画
通
り
い

く
と
は
思
え
ず
賛
成
で
き
る
内
容
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

３
月
２６
日
の
最
終
本
会
議
で
日
本
共

産
党
議
員
団
は
、
反
対
討
論
に
立
ち
ま
し

た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。 

（
反
対
・
黒
田
・
𠮷
岡
・
北
野
・
中
曽
・

吉
富
・
谷
・
山
下
※
敬
称
略
）
そ
の
他
の

議
員
は
賛
成
し
ま
し
た
。 

「川西市総合医療センター構

想」案の再考を求める要望書 

署名：２万１９１筆 

市長・議会に提出 

 

指
定
管
理
者
（
協
和
会
）
に
よ
る
運
営

か
ら
わ
ず
か
１
カ
月
足
ら
ず
で
看
護
師
が

５
月
末
で
９
人
退
職
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。 

市
は
、
川
西
病
院
の
病
棟
看
護
配
置
に

つ
い
て
、
４
月
か
ら
急
性
期
病
棟
４
病
棟

の
内
２
病
棟
を
救
急
専
門
病
棟
と
し
て
、

必
要
看
護
師
数
７３
人
に
対
し
６５
人
で
７

対
１
基
準
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
３
階
南
病
棟
、
４
階
北
病
棟
の
看
護

師
に
は
ベ
ー
ス
と
な
る
病
棟
が
な
い
。
一

つ
の
病
棟
に
複
数
科
の
患
者
が
混
在
し
、

経
験
の
な
い
不
慣
れ
な
こ
と
も
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
看
護
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
状
況
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
役
割
分
担

し
た
看
護
が
で
き
な
い
こ
と
等
へ
の
不

満
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
離
職
者
が
発
生
す

る
こ
と
か
ら
救
急
専
門
を
運
用
し
た
現

状
は
困
難
だ
と
判
断
。
そ
こ
で
４
階
北
病

床
を
休
ま
せ
、
稼
働
病
床
を
減
ら
し
看 

 

護
体
制
を
１０
対
１
に
変
更
す
る
。
今
後
、

紹
介
会
社
の
活
用
や
職
員
紹
介
制
度
に

よ
り
看
護
師
を
確
保
し
、
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
７
対
１
看
護
基
準
、
急
性
期
４

病
棟
の
運
用
に
戻
す
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
病

院
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ
り
病

院
ス
タ
ッ
フ
が
確
保
で
き
ず
病
棟
閉
鎖

の
事
例
を
あ
げ
、
や
め
る
べ
き
だ
と
訴
え

て
き
ま
し
た
が
、
市
は
、
協
和
会
は
３
０

０
０
人
の
職
員
が
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ

と
説
明
し
て
き
ま
し
た
。 

４
月
１
日
現
在
、
常
勤
２
３
８
人
の

内
、
市
職
員
か
ら
協
和
会
職
員
に
な
っ
た

の
は
、
１
４
２
人
、
そ
の
他
の
職
員
は
新

規
採
用
職
員
と
い
う
体
制
で
す
。
半
分
近

く
が
新
人
と
な
れ
ば
ど
れ
だ
け
の
負
担

に
な
る
の
か
容
易
に
想
像
が
つ
く
は
ず

で
す
。
一
刻
も
早
く
指
定
管
理
者
導
入
も

含
め
こ
の
計
画
そ
の
も
の
を
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

核兵器禁止条約への署名と批准を 

求める意見書賛成多数で可決 
兵庫県下では高砂市、播磨町に続く３番目 

 

反対は、公明党：平岡・大﨑・麻田・江見 

無所属：吉富・中曽 

※公明党の大矢根議員は議長   敬称略 

 

私北野は、以下の通り賛成討論を行いまし

た。（一部割愛） 

２０１７年（平成２９年）７月、核兵器禁

止条約が国連で１２２カ国の賛成で採択さ

れ、世界は条約発効へと歩みを進めていま

す。日本は、日本政府の禁止条約に反対する

核保有国と支持する非核保有国の「橋渡し」

をすると主張していますが、米英仏ロの核保

有５カ国が禁止条約反対声明の提出や日本

政府案の「核廃絶決議」案が核保有国・非保

有国双方から批判を受け、橋渡し論も破たん

しています。今、核兵器廃絶への道をどのよ

うに切り開くのか、すべての国に問われてい

ます。特に核兵器による惨禍を体験した日本

は、特別の責務があり、アメリカの「核の傘」

に依存し核兵器使用を容認しながら、核軍縮

を訴えるというごまかしは、もはや通用しま

せん。被爆７５年の２０２０年には５年に１

度のＮＰＴ再検討会議が開かれます。日本政

府に求められるのは、世界で唯一の戦争被爆

国として、核保有国にＮＰＴの義務と合意の

履行、禁止条約への参加を訴える外交努力で

はないでしょうか。被爆者の願いを受け止

め、国内では１月２２日時点で３５８の自治

体が核兵器禁止条約の署名、批准を求める意

見書が可決しています。今年、非核平和都市

を宣言し３０年となる川西市の議会として

も国に対し一日も早く核兵器禁止条約の署

名・批准を行うよう、意見書を全会一致で提

出することを求めます。 

 

 

鼓
が
滝
３
丁
目
地
内
の
住
宅
地

の
真
ん
中
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
１

９
２
枚
（
総
設
備
容
量
５
５
．
９

ｋ
ｗ
、
発
電
出
力
３
３
．
０
ｋ
ｗ
）

を
設
置
す
る
計
画
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
の
予
定
地
は
、

住
宅
に
隣
接
し
て
い
る
う
え
、
樹

木
を
伐
採
す
る
な
ど
し
て
い
る
土

地
で
す
。
雨
水
の
急
な
流
出
や
土

砂
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
と

同
時
に
反
射
光
に
よ
る
眩
し
さ
や

暑
さ
、
パ
ワ
コ
ン
の
動
作
音
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
起
因
し
た

火
災
や
景
観
の
阻
害
等
、
生
活
環

境
の
悪
化
を
招
く
と
危
惧
し
て
い

ま
す
。
設
置
者
に
よ
る
説
明
会
が

４
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
地
名

が
気
に
入
っ
た
等
、
個
人
的
な
思

い
が
中
心
で
パ
ネ
ル
の
メ
ー
カ
ー

な
ど
未
だ
詳
細
が
不
明
で
す
。
自

治
会
と
し
て
文
章
回
答
す
る
よ
う

要
望
書
を
提
出
、
再
度
説
明
会
を

持
つ
予
定
で
す
。
基
本
的
に
は
中

止
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置

工
事
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
行

政
の
許
認
可
は
全
く
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。 

 


